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農林複合経営は 労働力や生産物の補完関係 経営の危険分散をメリットとしており 個 の農林家
により農家経営に密着した形で実施されてきた 近年 地域の住民が都市部に勤務し農作業が週末などに集
中して分散的になる中で 圃場整備 機械化に伴う効率化が推進され様 な集落営農が行われてきている
しかしながら 森林管理は木材価格の低迷のために 作業が充分行われず資源の有効活用も行われていない
そこで本論文は 集落営農により農林業従事者と都市への常勤者が地域内で共存する中で 森林の地域管理
の現代的特徴とその問題点を明確にし 担い手と地域住民との関係について検討した 事例は 集落営農の
実施とその担い手が存在すること 都市への常勤者が多いこと 共有林が存在しその管理が行われているこ
となどの特徴を踏まえ 福島県いわき市 地区と地区の中心的な農林家である 家を事例として取り上げ
た その結果 家では農業 稲作 大豆 和牛 と林業 素材生産 共有林利用 丸棒生産 の複合経営
が時代のニ ズに対応しながら行われてきていること 地区では 都市への常勤者は農業を委託している
が 森林からの収入は期待されず また委託も行われていないため個人所有の森林は放置傾向にあること
一方 共有林管理は 地区住民による伝統的な組織体制の中で作業が行われてきていることがわかった そ
して 林業の長期性 素材生産などの特殊技術と作業規模を考慮した組織化が必要であること 材価の低迷
が地域の独自性を活かす方向となっていないことから 素材の活用や販売先についての情報管理や戦略が必
要であることを示唆した
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体としてとらえるのではなく 他産業などを含んだ地域と
しての広がりの中で 各地域の特徴を活かした方向性を検
農林複合経営は 農家が農業生産と併せて営む林業であ 討するのがよいと考えた つまり 森林利用が小規模で生
り 農林業間における労働力や生産物などの良好な補完 活に密着した形態から 地域社会の存続 土地や資材の継
関係や経済的な危険分散などを特徴としている 近年 承を考慮に入れた新しい地域型農林複合経営へと変化して
農林業の規模拡大が効率的で低コスト生産を実現するため いると考えた
に全国の各地域において推進されてきた その背景には 本論文は 集落営農により農林業従事者と都市への常勤
機械化による効率的な作業や労働条件の改善 農業の後継 者が地域内で共存する中で 地域の森林管理の現代的特徴
者不足など社会的な問題 海外製品との価格競争力強化の とその問題点を明確にし 担い手と地域住民との関係につ
必要性や労働生産性など経済的な事情などがあげられてい いて検討した 対象地は 集落営農の実施とその担い手が
る そして 小規模の個別農家が行う農林複合経営から 存在すること 以前は農林複合経営がほとんどの住民で行
地域が協力する様 な集落営農 へとスタイルが変化して われていたが近年になって都市への常勤者が多くなってき
きている 一方 林業に関しては 長期的な木材価格の低 ていること 共有林が存在し管理が行われていることな
迷のために森林所有者の林業に対する魅力が低下して他産 ど 地域が自立して農林業を実施できる可能性があること
業へと若年層が就業し 森林管理 は森林組合等による作 を考慮して 福島県いわき市 地区を事例とした 堀 は
業の集約化や選別化の中で行われているのが現状であ 同市同町の調査で 同居世帯が多いこと 自営林家が多く
る 温暖化防止や公益的機能保全などの環境保全を重視 労働力の委託や請け負わせが行われていること 若齢層が
した森林管理への支援が行われ 効率性と市場原理を優先 外部に勤務して兼業していることを指摘している
する製材工場の大規模化や流通の簡素化による低コスト化 調査は 住民に対するアンケ ト調査と農作業集約化の
が実行されてきている 主な委託先である 氏に対する聞き取りを行った 尚 アン
しかしながら 従来から行われてきた農林複合経営の特 ケ トは 年 月に地区世帯すべての 戸に対し戸
徴を活かすとするならば 地域の農業や林業をそれぞれ単 別に配布し 年 月に郵送により全戸より回収された
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福島県いわき市における農林複合経営と
森林の地域管理
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佐藤 田子
元の素材市場へと出荷され他は林内に放置される 間伐収
入は自治区の収益となる
その他にも共有林は 地区内 一部地区外を含む の住
地区の住民 戸 のうち 農業を行っている が 民によるものが カ所ある それぞれ 共有林 名の
戸 で その内訳は稲作が 戸 減反政 共有で 共有林 名の共有で そのうち
策による大豆栽培が 戸 で行われ 戸 が広葉樹 共有林 名で 共有林
が 農業を行っていない 地力の安定を考慮して 名の共有で 共有林 名の共有で 共有
稲作と大豆は輪作しているので 大豆栽培の 戸は稲作 林 人数不明 であり 地区共有林を含めると合計
も行っている 福島県担い手育成事業に伴う基盤整備と高 となる 家は 共有林を共有している
生産性農業集積促進事業の補助を活用して作業の集約化を 年に収益があったのは および 共有林であり それ
年より実施している 当地区での作業受託は大豆栽培 ぞれ 程度の素材生産量であった 収益の一部は共
が始められた 年頃から行われている 農業の受託事 有者に分配された
業は 年時に 戸 年時には 戸 年時に 戸 戸未回答 が共有林とは別に森林を個人
は 戸と 委託農家が多く開始時期から年 増加する傾 所有している 所有している森林面積は 以上が
向にある 農業の受託組合は 氏を含む担い手 名と他の 戸 家 未満が 戸 未満が 戸
地区住民 名の合計 名で構成されている 作付面積は稲 未満が 戸と小規模所有者が多く 所有していな
作と大豆をあわせて約 である 地区の農家のうち い が 戸と少なかった 森林管理は 自分で行ってい
戸は 稲作か大豆用の 農地のすべて 戸は一部を組 る が 戸 森林組合などに一部の作業を委託
合へ委託している 春夏の作業と秋の作業を分け 春夏の している が 戸 何もやっていない が 戸
作業である種籾の選別から収穫前までの保育過程を各農家 未回答が 戸で 自伐林家が多く 作業を自家労働で行う
が行い 収穫 脱穀 乾燥 精米などの秋作業を受託組合 場合が多かった
が行っている 但し 収穫後の乾燥 精米は地区内のライ 地利条件が良好な場所では 各所有者が弱度の間伐を繰
スセンタ で行う場合もあれば 農地の所有者が各自で乾 り返し実施し 地元の素材市場へと出荷していた 地利条
燥することもある そして を通じた販売収入の一部 件が悪い場所やまとまった伐採においては 共有林と同様
を 面積に応じて 受託費用としている 農業用の大型機 に地元の素材生産業者に作業を委託したりもしていた 材
械類 コンバインなど は地区で購入したり 他地域より 価が低迷して収益があげられないようになると 費用を支
大豆の収穫機や選別機などを 借用して対応している 払えないために 素材生産業者に伐採 搬出を依頼できな
委託農家の中で諸事情により農作業が出来ない場合は くなった また 年頃から山作業を行ってきた人が高
氏が個人的に作業を請け負ってもいる その場合 稲作 齢化したことと 植栽木が成長して径級が大きくなったた
と大豆の受託作業内容は 秋の作業に加えて春夏の作業で め作業の危険度が増したことから さらに各戸で対応が出
ある育苗および田植え 稲作のみ 播種 大豆のみ 管 来なくなってきていた 森林環境税を活用した森林管理事
理 消毒や除草剤散布 である 田植え前の施肥や耕起は 業により 齢級以上の間伐に関しても補助金が得られるよ
原則として各農地の所有者が行うことになっている いわ うになると 森林組合や素材生産業者に依頼して地区の間
き市内への勤務者がいる家は 戸 農業をしていない 伐方法としてはやや強めの 間伐が 年間の皆伐しな
戸を含む 無回答 戸 と多く 農業を行っている人数は い条件で 作業が進むようになってきている
各戸平均 名 農作業にたずさわっている日数は年間で
日 日 人 と少ない 各戸における農業収入割合
は 年頃には平均 割と過半数と回答されたが
年頃には 割 年が 割と減少し 農業外 氏は 地域の中心的な農業従事者であり 森林所有面
所得が増加している 積も多く農林複合経営を営んできた また 地区の農林業
への影響力は強い 農林業複合経営の事例は 農業と林業
以外に畜産やシイタケ お茶などの特用林産物と組み合わ
地区周辺の山林は比較的平坦で 林道が整備されてい せた事例報告 は多いが 丸棒生産を加えた事例は少ない
る 地区には 個人所有の森林と共有林が存在する 自 家の農林複合経営の変遷 表 を 林研グル プを設
治共有林は であり地区全体 戸 で共有し 最 立して丸棒生産を開始した 年以前 丸棒生産が活
大面積である 共有林は地区組織の中で共同管理されてい 発に行われた時期 農業 大豆 の受託作業を行ってき
る 作業の不参加者に対する資金等の別途徴収は行ってい た 年以後にわけて説明する
ない 管理は原則として日曜日で 地区の役員が保育管理 林研グル プとし
を中心とした作業内容や場所を判断する 共有林の齢級は て活動する以前の 家では 農業 稲作 林業 畜産業
齢級 主に 齢級 である 保育作業を地区住 和牛生産 の 部門で複合経営が行われていた その月別
民が行っているが 大径樹木の間伐作業は 地区住民が信 労働配分について 稲作部門の年間作業は 田植えの 月
頼する素材生産業者が担当する場合もある 良質材のみ地 と収穫の 月が中心であった 林業部門は 冬期から春期
農業および集約化の現状
農林複合経営の変遷
森林および林業の現状
個別の農林複合経営 年
地区における農林業の概要
家における農林複合経営の現状
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福島県いわき市における農林複合経営と森林の地域管理
家農林複合経営における労働配分の変遷 森林組合と合同の丸棒生産事業が 氏へと提案されたが
価格設定 間伐事業との関連性 素材の仕入れなどの面を
考慮して独立して行うことにした 家では 年から
年の 年間に丸棒生産が特に活発に行われた すな
わち 丸棒生産主体の経営形態へと転換した
交通網の発達にともない 地区内住民の高齢化と若年層が
都会へ常勤するようになると農作業に従事する労働力の問
題となり 圃場整備を行うことが提案された 圃場整備は
農作業の効率化と 農業の機械化へとつながった さらに
稲作から大豆への減反政策 後継者育成事業を受け入れる
などの関係もあり 農作業の協業化および稲作と同時に大
豆生産を行うようになった 恒常的勤務者が増加し 氏等
の受託作業による農業勤務者の共存する構成 体制 と
にかけて苗木の植栽と間伐を行い 夏期には主として植林 なった 家の保有農地における稲作および大豆の作付面
地の下刈りや除伐を行っていた 畜産部門の作業は 敷料 積は所有している土地 約 余 と 個人的な受託作業
や飼料の確保と毎日の作業 子牛生産のための種付けおよ を行っている土地で合計 である 同時に 年頃か
び飼育であり 子牛の販売で収入を得ていた 複合経営に らは 丸棒の需要が徐 に少なくなってきて 家の農林
おける畜産 和牛 の位置づけは稲作と林業のような労働 複合経営は 再び農業が中心の状況となった 林業収入が
の補完関係のみとは異なり 農業で生産される藁や除草さ 減少し 農業の収入割合が増加して 割が農業 丸棒が
れた草 森林管理による下草などが牛舎の敷藁や飼料にさ 割 林業が 割 和牛が 割となった
れるなど物質的な補完関係が成り立っていた そのほか
広葉樹を活用したシイタケ栽培を行ったり 料理暖房用の
燃料や間伐材を建築資材として販売していた この頃はど 家の森林所有面積は約 で 人工
ちらかというと稲作を主とする農業が基本であった 林は 天然林が である 人工林の内訳は スギが
地域 ヒノキが アカマツが となっている 齢級
地区を含む 地区 の 名の林家が集まって 年 構成は から 齢級までと多様な林分構成となってい
に林研グル プを結成した グル プの目的は 放置され る 主な作業内容は 植栽後の下刈りや間伐および除伐作
た林分を間伐などで健全に管理すること 間伐木を有効活 業である 氏は自分で間伐を行い搬出や運搬も行うが
用することであった そこで 林内に放置される小丸太の 作業道から遠距離の場合は 伐採や搬出作業あるいは 運
樹皮を剥ぐなどの加工をして 稲のはすがけ用丸太として 搬まで委託することがある 素材は 丸棒生産用や地元の
生産販売した その後 稲作用の乾燥機が普及して はす 素材市場へと 年間 程度 出荷する 特に良質材は
がけ用小丸太需要が無くなったが 丸棒が植栽木の補助支 記念市などへ出荷している
柱として造園業者に口コミで広がり需要が拡大した この 家の丸棒生産量は年間約 本
時期は 収入の 割が林業 稲作が 割 和牛が 割と林 年現在 年ごろには年間 本 本
業の割合が高く 林業主導の生産関係であった 程度で収入の約 割を占めている 主な丸棒に費やす作業
年 月 日に の湿った降雪があり 森林 は農閑期の 月下旬から 月にかけて行う 家の丸棒
は雪害による大ダメ ジ 所有面積の約 を受け 各 生産内容を図 に示す 素材は 所有山林からの伐採木を
戸が小丸太の生産停止の状況になった しかし その後も 活用したり 自伐林家や素材生産業者等が適寸のものを
丸棒の注文があったことから 小丸太販売の仲介をしてい 家の自宅まで搬出し 家が 本 円で購入している
た 家が独立して丸棒加工会社を設立した 造園業者から しかし 共有林から 家に搬入されることはほとんどな
の植栽木支柱と土木関係の杭生産の需要が高まり 年 い 素材は 丸太の径と曲がり具合 直材になるように
に丸棒専用加工機械を導入して本格的な丸棒生産を開始し で長さ の丸太を林地で造材して搬出する 工場
た 丸棒加工機械の導入のきっかけは 農業や林業のみ まで運搬してさらに素材を確認し 丸太の状況により
ではなかなか生活が出来る状態ではなく 現金収入を得る や の長さに玉切りする 素材の元口より同径に
多角的経営の必要があったこと 降雪 ぐらい なるように機械を利用して削る 削った丸太の一方を カ
により 週間ぐらい間伐等屋外での仕事ができないことな 所切断し杭の形にする 杭にした反対側の角を落とし面取
どから天候に左右されない常時の就業を考えたこと りをする 防腐のために薬品の入ったプ ルに浸けたり
月 月には農業を行っていたが 冬期の農閑期には植栽 乾燥後に焼く作業 全体の 割程度 を行う 加圧により
木管理が一段落し さらなる就業の場を考慮したこと 防腐剤を注入する場合などは 森林組合に依頼して行う
丸棒生産は 女性でも仕事が出来るなど労働力を有効活用 家が丸棒を生産できる量は 日 本程度である 素
する高めるメリットがあったことなどからであった 当時 材入荷量が少ない場合や注文が多い場合 鯉のぼりの竿な
表
圃場整備と農業の共同化および機械化 年
家の林業および丸棒生産システム
林業経営
丸棒生産による森林資源利用
丸棒生産
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佐藤 田子
家における農林業組織の位置付け
家の丸棒生産システム
工授精や出産時の順位が高く 続いて丸棒の出荷 稲作や
ど特別な加工で 家が対応出来ない場合には 森林組合の 大豆作業 共有林作業であった 山林や丸棒の収益性は高
加工場に依頼したりしている 丸棒製品の出荷先はいわき くなかったが 氏にとっては最も興味のある部門となっ
市内の土木建築業者や造園業者が を占め 全体で ていた 稲作および大豆は 毎年の現金収入源とするため
社程度に出荷されている の中心的な作業であるのに対して 山林や共有林は 長期
的に農家経営を弾力的にささえるものとして位置づけられ
る また 和牛は 他の農作物と比較すると日 の作業量
家では 氏夫妻 名と住込み労働者 名の合計 名 は比較的少なく 丸棒は 山林とともに初期投資が大きく
が労働力である 家の年間スケジュ ルは 稲作作業が 収益性は少ないが 毎年の投資が少なく労働条件が限定さ
月と長く 大豆は 月の播種時期 山林は冬期の れないので 出荷時を除くと他産業と補完関係を構築しや
月の間伐作業および 月と 月の下刈り時期 秋に すい 家では短長期間の収益 作業量 生産物の関係な
下刈りをするのは 間伐木の選木作業を実施しやすくする どを有機的に組み合わせながら農林複合経営が成り立って
ためである を季節性ごとに異なる部門の労働が分配され きていた
ている 丸棒や和牛は通年で作業が行われていて 短時間
の労働 和牛 や 天候に左右されずにいつでも作業が出
来る 丸棒 部門となっていた 各部門別の補完関係は
農業 稲作 大豆 和牛 と林業 山林 共有林 丸棒 地区における作業の集約化は 農作業の受委託関係を
が 労働補完関係にあるのに対し 農業間 あるいは林業 明確にしたといえる すなわち 氏をはじめとした担い手
間においては 機材共有関係 稲作や大豆 山林と共有林 が農作業を行い 都市への常勤者が作業を委託する関係で
や 生産的利用関係 山林と丸棒 が強いことがわかった ある 地区は農業従事者が多いが 森林所有者も多い
和牛は 他部門との生産物補完関係が強いことを確認し 共有林においては 地区住民による組織が管理している
た が 個 の森林についてはまちまちである そこで 地区
氏への聞き取りから 家における各部門の関係を図 住民を農業および 間伐などの森林管理作業等 林業の受
に示す 稲作と大豆は類似した関係にあり 図の点線太 委託状況に応じて次の つのグル プに分類し それぞれ
丸 知識 体力共に必要で 天候に左右されるデメリット の特徴を明らかにすることにした すなわち 農業を委
があるが 収益性が高いのが特徴である 一方 山林や丸 託して林業も委託している場合 戸 農業を
棒 図の実線細丸 は稲作や大豆と対照的に知識や体力 委託し 林業を委託していない場合 戸 農
山林は例外である をあまり必要としないが 毎年の収益 業委託せず林業を委託している場合 戸 農
が少なく 毎年の投資も少ないのが特徴である 各作業の 業も林業も委託していない場合 戸 農業を
優先順位は それぞれの作業によって異なるが 和牛の人 行っていないが林業を委託していない場合 戸
図
図
農林複合経営の補完関係
作業の受委託状況と地区住民の分類
地域における森林管理の問題点
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福島県いわき市における農林複合経営と森林の地域管理
作業の委託別農業および林業の状況
今後の農業や森林管理に対する問題点
である
作業委託別の農業および森林の状況を表 に示す 地区の農業や森林管理に対する問題点は表 のように回
農業および林業を委託している場合は 農業収入割 答された 複数回答では森林 林業に対する問題点が合計
合の減少が激しく農業収入が低い 常勤者が多く農作業の 項目指摘 一人あたり 項目 されたのに対して 農
日数が最も少なくなっていた 森林所有規模はやや大きい 業への指摘は 項目 項目 と少なく 現状では森林
が森林からの収入は期待していない人が多かった 管理の問題点への指摘が多かった 特に 収益性 木材価
農作業を委託して林業を委託していない場合は 地 格が低迷していること に対する指摘が全体の と最
区内で最も多く 農業収入は 年前に平均で半分以上で も高く 次に森林 林業の労働力の不足 後継者
あったが現在はわずかになっている と類似して農作業 の不足 が過半数を超えた 単一回答においても同
に携わる人数や日数が少ない 森林所有が小規模であるこ 様の傾向にあり 特に木材価格に対する指摘が多かった
とがわかった 問題点を 作業や所有の後継者に対する事項 後継者の
農作業を委託せず林業を委託している場合は 農業 所在 所有者の責任 労働力の存在など 作業技術や体
収入割合が最も多く 年前は平均 割を越えていた 現 力に関連する事項 労働力の存在 管理時間 気力や体力
在は急激に落ち込み 割程度となっている それでも他の 知識 技術 機械 収益性 適正価格 に分けて検討す
グル プと比較して多い 農作業に関わる人数および日数 ると 農業では 生産物の価格や収益性に対する指摘よ
が最も多く 森林所有面積が比較的大きく 森林からの収 りも 後継者問題に対する指摘が多かったのに対し 森
入を期待する割合が高かった 氏をはじめとし 地区に 林 林業では 木材価格や収益性に対する問題点の指摘
おける農業の担い手層はこのグル プに属している が上まわった 技術や体力に関する問題点の指摘は 森
農業も林業も委託していない場合は 農業収入が以 林 林業 農業ともに少なかった
前から少なく 減少の割合も少ない 農作業の日数 所有 これらの問題点を 分類した各グル プの特徴を明確に
規模 森林からの収入の期待は地域の平均的なグル プで するために図 のように示した 農業 および森林
あった 林業 の問題点を 農業の委託状況 軸 および森林
農業を行わず林業の委託をしていない場合は 都市 管理の委託状況 軸 として それぞれ委託状況の戸別
部へ勤務し所有森林面積も少なく 農林業にあまり関連し 差で示した つまり 軸の交点より離れるほど 委託状
ていない 況による差が大きく 傾向が強いことを示している
表
表
地域の森林管理に対する今後の問題点
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佐藤 田子
農林業における委託と今後の問題点
農業や森林管理の問題に対する解答を農業の委託なし戸数
委託なし 農業委託戸個 委託 を 軸に 同様に
林業の委託なし戸数 委託なし 林業委託戸数 委託
を 軸にとり図で表した
地区では 年ほど前 各戸において農業や林業が行
われ 地区平均で 割近い収入を得ていたが 農作業者の
高齢化と若齢者が都市へ常勤に出るようになると農業や林
業の位置づけが変化し 農業収入は家計の平均 割以下と
なった 圃場整備や担い手事業による規模拡大の中で 各
戸で困難な作業をそれぞれの家の状況に 担い手が 例え
ば秋だけではなく春夏作業を行うように 対応してきたと
いえる このような農作業補完関係が成立してきた条件と
して 地区が都市部近郊に位置するため若齢者が都市部
へ常勤するが 自宅からの勤務のため週末などに農作業が
可能な状況となっていることである 担い手が農作業のす
べてを行うのではなく 常勤者の補完関係を保ちながら行
われている このことは 単に農作業の補完関係を維持す
るだけでなく 農業への関心を維持し 地区の農地や森林
地 社会の維持としての役割も大きいといえる また 担
い手として 氏は重要な役割であるが 森林の成長や時代
農業も林業も委託している場合 図の第 象限 は 農 のニ ズに対応して丸棒加工を行うなど農林複合経営の内
業に対する知識や森林管理作業に対する所有者の責任への 容を変化させてきたことが重要である
回答がやや多かったが 特徴的な回答が見られなかった
また 農業も林業も委託していない場合 第 象限 も特
徴的な回答が得られなかった 地区内で最も多かった農業 戦後の植林活動は 農業の余剰労働力を利用して共有林
を委託し林業を委託していない場合 第 象限 は 木材 および個 の所有林において行われてきた 農業が主で林
の価格 価格 や林業の作業者 作業者 への回答が非 業が補完的な位置づけであり 生産される材は一般材を特
常に多く 農業後継者 後継者 や農業作業者 作業 徴としている 材価が良好な時は林業に対する意欲が高ま
者 に対する回答もやや多かった 林業作業の収益性が低 り 共有林よりも個 の所有林の管理が頻繁に行われてい
いために作業の委託ができない状況 高齢化のために作業 た しかし 木材価格の低迷とともに個 の所有林は 興
が困難な状況を示していた 農業に対しては 労働力や後 味が少なくなり あまり管理がされなくなってきた そし
継者がいないために委託している状況を確認できた 農業 て 地区組織の中で共有林の管理が先行して行われるよう
を委託せず林業を委託している場合 第 象限 は 農業 になってきているのが現状である 共有林管理のシステム
や林業の技術的な問題点 技術 技術 への指摘が特 により 森林の地域管理を早くから行ってきているといえ
徴的で 林業の後継者 時間 気力 農業の機械 時間に る 樹木の成長とともに間伐や材の搬出等の作業等 専門
対する指摘もやや多かった 林業委託の問題は技術的に困 的な技術が必要となってきているが 農業のような担い手
難な状況 農業は地区の担い手としての役割をしていて農 と常勤者との補完関係のようなシステムが構築されていな
業実施上の技術的に困難な点を確認した これは 氏の林 い つまり 林業作業の内容が 造林作業から素材生産作
業および農業の比較調査において農作業が技術や知識が必 業に転換するにしたがい 新しい技術や機械が必要となっ
要であることからもいえる ているが 地域の中に林業の担い手が不在となっている
地区の農業の担い手は 地区の農業を受託して地区内 比較的大面積の森林所有者は 林業の委託作業をおこなっ
で集約的な作業を行ってきた 一方 森林管理作業につい ているが 特に小規模森林所有者の場合は 効率が悪いた
ては 共有林を地区住民の共同作業で 個人所有林は個 めに収益性も悪く林業に対する意欲を減退させている
の状況に合わせて造林活動が行われてきた しかしなが
ら 森林管理作業が造林作業から素材生産作業に変化する
につれて状況が変化してきた すなわち 比較的大規模森 集落営農については 自立や持続性についての具体的な
林所有者は 技術的に問題があり作業を委託せざるを得な 検討 や評価方法 などの研究が行われてきているが 住
いこと 小規模森林所有者は 価格に問題があり林業作業 民による森林の地域管理についての検討は少ない 地区
を委託することができないことである 農業に関しては は 年までは森林管理作業を行ってきた地域である
作業者や後継者に問題があり作業を委託せざるを得ないこ しかしながら 造林作業から素材生産作業への時代の変化
と 担い手は技術的な問題点を指摘していた 農業に関し に対応した森林管理体制となっていない 地区に 自伐
ては林業よりも委託状況による差が少なかった 林家が最近まで存在していたこと 共有林管理を行うなど
地域としての組織化ができている現状 比較的平坦な地形
図
地区における農作業補完の特徴
地区における森林管理作業の現状
地区における森林の地域管理の方向性
考察およびまとめ
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福島県いわき市における農林複合経営と森林の地域管理
紙野伸二 農家林業 太田他 森林の百科事典
丸善株式会社
舟山一雄 自立した中小林家の記録 大日本山林会
全国林業改良普及協会 複合経営 その経営理論と成
立条件 林業技術ハンドブック
藤澤研二 集落営農 組織づくりと経営 家の光協
会
安藤光義 集落営農の持続的な発展を目指して 全国
農業会議所
本論文では 森林管理 作業 を保育作業 林業を木材の生
産活動として取り扱った アンケ ト調査では 地区住民
の理解を考慮して林業とした 例えば 間伐作業は森林管
理作業でもあり同時に林業活動としても取り扱った
堀靖人 山村の保続と森林 林業 九州大学出版会
堀靖人 同書
氏が確認した戸数で いわき市によると地区の世帯数は
戸 人口 名となっている
いわき市デ タによると同地区の森林面積は 人工
林率 である
金沢夏樹他 地域営農の展開とマネジメント 農林統
計協会
集落営農政策の功罪 農業と経済 昭和堂
の特集を参考にした
で林道が整備されていることを考慮すると 地域の特徴を 会の存続を重視自立できるような支援体制が必要と考えら
活かした林業を構築する方向性が良いと思われる 最も問 れる つまり 農業と同様にすべての作業を担い手が行う
題となっているのが木材価格の低迷であるが 自立した地 のではなく 住民のイニシアティブや森林経営の工夫 森
域の森林管理を実現するためには 効率の良い森林管理や 林管理の責任を考慮し各戸の状況にあわせた対応ができる
収穫などの自助努力が必要不可欠である そのためには ようなメニュ づくりが必要である そのためにも森林資
経済的な収益性と補助金等を利用した森林管理のゾ ニン 源の安定供給や自立体制をととのえるような体制づくりと
グを明確にし 素材生産作業を効率的に行うための伐採場 地元に密着した担い手育成に対する支援が重要である
所や作業道設置などの森林計画の作成が必要不可欠であろ
う 個 との補完関係では 農業補完関係のように林業に 本調査に関しては 氏 地区住民およびいわき
おいても住民の作業能力にあわせたメニュ づくりが必要 市役所 森林組合等多くの方にご協力頂いた この場を借
であろう さらに 県内や市内には大規模製材工場 木質 りてお礼申し上げる
バイオマス活用の施設があり 流通や販売等の可能性もあ
り木材販売先に関する情報を収集し戦略的な林業を展開で
きること 林地や林地残材の地域住民の活用など地区社会
や個 の生活と関連づけた森林の活用方法には可能性が認
められる
地区の特徴は 第 に ほとんどの住民が農地や山林
を所有し 農林業にかかわっていること 第 に ほとん
どの家では都市部への勤務者がいるが 地区にとどまって
いること 第 に 農業に関しては集落営農が行われ地区
の農作業受委託の関係が構築されていること 第 に林業
は余剰労働を利用して 造林活動が行われてきたが 作業
内容が素材生産作業に変化してきていて 収益性 効率性
が悪く地域内での共同化に至っていないこと 第 に共有
林においては地区の伝統のなかで作業が行われてきてい
る 第 に森林資源が充実し 平坦な地形や既存の林道網
を考慮すれば 効率化の可能性が充分あること 第 に素
材市場だけでなく 大型製材工場 木質バイオマス施設な
ど森林資源の消費先も可能性が見受けられる
このような地域においては 各地域で実施されている森
林組合を担い手とし 環境保全を重視した補助金を活用し
た森林管理作業を実施するよりも 地域での生活や地域社
注および引用文献
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: Composite management of agriculture and forestry have been implemented individually
with complementary advantages of work distribution, product utilization and/or risk management.
Recently, due to the increase in numbers of residents working in urban areas, lack of labor on their
farms has become a constraint on agriculture management, so communal agriculture has been
implemented by farm arrangements and more e cient use of machinery. However, forest manage-
ment has problems not only in production but also environmental conservation. This paper discusses
communal forest management in a place of agriculture and forestry where urban workers live in the
same community. Especially the study focuses on characteristics and constraints, and how to create
relationships between them. Location of the study area was Iwaki City, Fukushima pref. and the
person most intensively studied was Mr. T (a leader of agriculture). In considering the circumstances
of communal forest management, we need to take into account the situation where communal
agriculture is already created, agricultural farmers are existing, and a lot of urban workers live in the
community, so communal forest exists in and is a ected by the role of community. The results show
that : The management by Mr. T was conducting a good combination with agriculture (rice, soybean,
and cattle) and forestry (log production, communal forestry, and pole production). The treatment of
communal forest apart from private forest depends on the forest owners. Most of the residents are
practicing agriculture and are not managing forest well. So based on long term forest management,
special techniques of logging, organization of forest for e cient treatment, and reconstruction of
forest management system are necessary. Decrease in log prices have brought about lack of initiative
and motivation of forest owners in management, so not only log production, but also information
about utilization and wood demand are necessary to create a viable strategy.
: Composite management of agriculture and forestry, pole processing, forest management,
communal forest, Iwaki City, Fukushima prefecture
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